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【研究論文】

女性の身体美志向に関す る研究の現状

身体美に関連した問題を踏まえて

平川 祥子

1.は じめ に

有 史以 来、人 は様 々な方 法 で身体 を美 しく しよ う

と してきた。 入浴 や洗髪 、歯 を磨 くとい うよ うに身体

を清潔 に保 つ た め とい うだ けでな く、 自身 が理想 とす

る美 しい 身体 に少 しで も近 づ くた め、 自身 の外見 の美

的価 値 を少 しで も高 めるた めに、 自身 の身体 に対 して

様 々な行 為 を行 って きた。 化粧 が最 もその代 表的 な も

の であ るが、そ の他 に も、調 髪 ・整 髪 、ネイ ル アー ト、

ガ ー ドルや コル セ ッ ト等 の補正 下着 の着用 、 ダイエ ッ

ト、 美容整 形、 な ど もこの種 の行 為 で ある と考 え られ

る。 こ うい った行 為 は、一 見男性 よ りも女性 の間で盛

ん に行 われ てい るよ うに見 え るが、男 性 で も髭 を剃 っ

た り蓄えた り爪 を短 く切 りそ ろえた り、 また、 ダイエ

ッ トや 運動 で体型 を変 え るこ とな ど、様 々 な美容行 為

が広 く行 われ てお り、一概 に どち らが 多い とい うこ と

は言 え ない とい う(石 田、2000)。

近年 、科学 技術 の発展 に よ り、 エス テテ ィ ック、美

容 医療等 の身体 美 に関 わる産 業が飛 躍的 に発 展 した。

現在 、 私た ちの身 の回 りに は、化粧 の よ うに洗い流 せ

ば元 に戻 った り、髪 や爪 の よ うに暫 く待 て ば元の よ う

に伸 び てきた りす る よ うな、元 に戻 りや す く、比較 的

加 工度 の低 い 、失敗 の リス クも少 ない もの か ら、永 久

脱 毛、美容 整形 、豊胸 手術 の よ うに、直接 身 体に加 工

を施 すた めに、 元 の状 態 に戻す こ とは難 しく、加 工度

が高 い 、失 敗 の リスクが相 対的 に高 い ものま で、実 に

様 々な身体 美容 の ための商 品や サー ビス が存在 す る。

美容 医療 まで手 を伸 ばせば 、今 まで実 現 で きなか った

かな り多 くの こ とが 実現で き るよ うな状況 に ある。 私

た ちはお金 さえ払 えば、そ れ らあ らゆ る商品や サー ビ

ス を駆 使 して、 自分 の身体 を 自由 に理想 に近づ けて い

くこ とが出 来 る状 況 にあ る。 しか し、 このよ うな状況

を考 えてみ て も、や は りク ロー ズア ップ され て くるの

は女性 で あ る。確 か に男性 におい て も、様 々な身体美

容行為 が行 われ てい るの はその通 りだ ろ う。 しかし、

男性 が行 う身体美 容行 為は、 男性 用化粧 品 に よるス キ

ンケ アにせ よ、調髪 や整 髪 にせ よ、髭 を剃 る ・蓄え る

にせ よ、女性 のそれ に比 べ る と加 工度が相 対 的に低い

ところに集 中 してい るよ うに思 われ る。 それ に対 し、

女性 の場 合 は、化粧 や ス キンケア な どの加 工度 の低い

ものか ら、エ ステや 永久脱 毛な ど、 比較的 加 工度 が高

い もの まで幅 広い身 体美 容行為 にお いて、 主要 な行為

者 の位 置 を 占めてい る と思 われ る。 そ して 、そ うい っ

た過熱 化す る身 体美志 向(周 、2003)の 中 で、そ うい

った身体美 に 関わ る問題 の中核 に位 置す るの もまた女

性 であ る。

ど う して女 性 は そ こ ま で身体 美 に拘 る の か?こ の

問題 に様 々な研究 者 が答 えよ う としてきた。 本稿 では

近年指 摘 され てい る女性 と身 体美 に 関連 す る問題 を概

観 した後、 そ ういった身 体美志 向 に対 して、 従来 どの

よ うな研 究 がな され て きた のか を踏 ま え、今後 の研究

の展 開 を探 るこ と とす る。

2.身 体 美 に 関連 す る問 題

(1)女 性 の ス リム化

身 体 を美 しくす るた めの行為 に関連 した 問題 の一つ

として、 若い 女性 を中心 とした 日本人 女性 のス リム化

の問題 が指 摘 されて い る。 平成9年 度 の厚 生 白書 に よ

れ ば、個 人 の体 格指標 であ るBMIは 、女性 では20～30

代 を中心 に1960年 以 降30年 間一貫 して減少 してい る。

この値 は 、男性 では戦 後一 貫 して増加 してお り、 この

減少傾 向 は女性 特有 の現象 であ る。 この女性 の ス リム

化傾 向は1990年 以降 も続 き、最近 の調 査で は 日本人 女

性のBMIは 医学的 に最 も健康 的な数 値 であ る22を 切 り、

「痩せ気 味」と評価 され る20.0付 近 、あるい はそれ を若
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干切 る程度 と報 告す るもの まであ る(切 池 ・永 田・白 田、

1996;杉 森 ・菅原 、2004、 な ど)。

この ス リム化 の原 因 と して は、女性 のダ イエ ッ ト行

動 の長期化 ・習慣 化 の問題 が指摘 され てい る(杉 森 ・菅

原 、2004)。先 の厚生省(現 ・厚 生労働省)の 調 査 では、

20代 で1960年 頃 に始 ま ったBMIの 低下 が、10年 ご と

に 次 の世 代へ と広 が っ てい くよ うに見 え る。 これ は

1960年 代 に20代 だっ た女性 が、1970年 代 には30代 に

な り、その10年 後 には40代 にな りとい うよ うに、 ダ

イエ ッ ト行動 を習慣 化 し、痩せ傾 向を維持 しなが ら成

長 していった た め と考 え られ るの であ る。 す なわち、

あ る世代 以降 か らダイエ ッ トは 日本人 女性 の生活 習慣

と して定 着 してい った と考 え られ る。 この ス リム化お

よびそ の背 景 のダイエ ッ ト行動 の長期 化 ・定着化 の問

題 は、女性 の健康 の面 か らも危惧 され るべ き問題 であ

る。

(2)美 容整 形 とプチ 醜 態恐 怖

ま た、身 体的 な コンプ レック スか ら安 易 に美容整形

に踏 み切 る女性 が増 えてい る とい う問題 が ある。顔 の

搬 取 り、二重 瞼手術 とい った、い わゆ る 「プ チ整形手

術 ⊥ が若い女性 だけで な く、年齢や性 別 を問 わず幅広

い層 の人た ちに も広が って いる。 「プチ整形 」に明確 な

定 義 はないが 、一般 的 には メスを使 わず に施 術 す るも

の と言 われて い る。短 時 間 で、手術 料金 が通常 十数万

円程 度 と比較的 安価 で あ り、 従来 の美 容整形 に比べ て

「気 軽 に」、 「簡 単 に」、美容 整形 手術 を受 ける こ とが で

き る。

厚 生 労働 省統 計情報 部 が2005年11月17日 に発 表 し

た2005年 「医 師 ・歯科 医師 ・薬剤 師調査」の概 要(複

数回 答)に よれ ば、美 容外 科 の医師数 の伸び 率 が顕 著

で あ り、1996年 か ら隔 年 で行 われ た 同調 査 の結果 か ら、

美容 外科 の医師数 は1996年 か ら一貫 して増加 してい

るこ とが報 告 され てい る。 この増 加傾 向は、 平均 で毎

年 、前 年の1.15倍 で あ り、ア レル ギー 科、心療 内科 に

次い で 高い値 で あ る。全 体 の医師数 が1.04倍 、ア レル

ギー 科 、心療 内 科の 医師数 が倍 であ るこ とを考 え る と、

美容 外科 の医師 が増加 の需 要がい か に高ま ってい るか

分 か るだ ろ う。 しか し、 こ うい った需要 の高 ま りを背

景 に、美容 医療 の利用 に よ る施術 不 良な どの 消費者被

害 も増加 してい るとい う問題 が あ る(詳 しくは(4)で)。

石 井(2003)は 、 こ ういっ た美容整 形 がブー ムにな

る社会 を、 自分 の外 見に欠 点 があ る とい う思い こみ に

過度 に とらわれ た結果 、深 く悩 んだ り機 能 障害 が生 じ

た りす る 「身 体醜 形 障害(醜 態 恐怖)」 にな ぞ らえて、

「プチ醜 態恐怖 」 の社 会 であ る とし、 医療技 術 が発 達

し、 また美容 整形 に 関す る情 報 が氾濫 した結果 、 自分

の身体 コ ンプ レック ス と うま く付 き合 うこ とが出来ず 、

自分の身 体 を受 け入れ 、一生付 き合 うこ とが難 しくな

ってお り、 こ うい った心 理状 態 が、美 に至 る最 短距離

と信 じて美容整 形 に安易 に走 る人 を増 加 させ てい るの

ではない か と述 べ てい る。 化粧 品 メーカ ーで あ るコー

セ ーが毎年 、首都 圏 の女性650人(14歳 ～64歳)を 対

象 に行 ってい る 「一般 消費者 意識 調査 」で も、 「美容整

形 に抵 抗感 はな い」 とい う人 は2003年 度 では12.6%

で、前 年の13.1%、2001年 度 の11.1%と3年 連続 で2

ケ タ台を維持 してお り、美 容整形 に対 す る抵 抗感 の低

下 と ともに、今後 も安 易な 美容 医療 の利 用 に よる消 費

者 被 害 の増加 傾 向 が持 続 す る と懸 念 され る。

(3)消 費 者 被害 の 増 加

身体 を美 しくす る行 為 に関連 して 、ダ イエ ッ ト食

品や ダイ エ ッ ト薬 、化粧 品 、エ ステテ ィ ック ・サー ビ

スな どに よる消 費者 被害 の増加 が 問題 とな ってい る。

国民生活 セ ンター に よる と、 ダイエ ッ ト食 品や 痩せ薬

に関す る苦情 ・相談 の件数 は、1992年 度 では174件 で

あったが 、2001年 度 では1877件 と10倍 以 上 にな って

い る。また 、平成16年9月3日 に発表 され た同セ ンタ

ー の 「美容 医療 にか かわ る消費者 被害 の未 然防止 に向

け て一概要 一」 では 、美容 医療 に関 わ る相 談件数 が、

1997年 度か ら2003年 度 まで一貫 して増 加 してお り、

1997年 度 には年 間357件 であ ったの が、2003年 度 には

856件 と、2.3倍 以 上 に増加 してい るこ とが 報告 され て

い る。相談 は20～30代 を 中心に とした幅 広 い年代層 か

ら寄せ られ 、相談 者 の性 別 は男性 が21.3%な の に対 し、

女性 は74.6%で あ る。 相談 内容 としては 、施 術不 良

(36.5%)が 最 も高 く、次い で、高価 格 ・料 金(19.2%)、

雑誌広 告(16.9%)、 解約(16.9%)、 返金(14、4%)で あ

る。化粧 品 、痩身 ・美顔 等 のエ ステテ ィ ック ・サー ビ

スに よる健康被 害 も同様 に増 加 してい る。 中国製 のダ

イエ ッ ト薬や ダイ エ ッ ト用健 康食 品 を利 用 していた女

性 の死 亡事故 や、脂 肪 吸引手 術後 に容体 が急 変 し死 亡
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し事故、 また豊 胸手 術後 に植 物 人間 にな った事 故 も報

告 され てい る。 こ うい った問題 の裏 には 、美 しくあ り

た い とい う願望 が働 いて い るこ とは 間違 いない が、通

常 であれ ば 「そ ん なに うま く行 くはず が ないJと 安全

性や 掲げ られた 効果 を疑 ってい い ものの、 そ うした疑

念 に先行 して しま うほ ど身 体美志 向 が加 熱 して い る現

状 が伺 え る。 健康 や安 全 を無視 して も 「美 しくなれば

いい 」、 「痩 せれ ばい い」 とい う閾の身 体美 志向 は さす

が に行 き過 ぎで あろ う。 過去 にハ ー ドなダ イエ ッ トを

たび たび行 って い る人 はCMに 登場 す るモニ ター の中

に社会 的 に望 ま しいパ ーnナ リテ ィ を見出 し、 ダイエ

ッ ト食 品に対 して も好 意的 な態度 を示す とい う結果 も

出てお り(田 中、2003)、 身体 を美 しくす るた めの行 為

が過激 化 ・習 慣 化す る こ とも懸 念 され る。

3.身 体 美の 問 題 の 背 景

こ うい った 問題 は ど う して起 き て い る のか?こ の

問題 を解 くた めに、 大 き く分 けて二つ の方 向 か らこの

問題 の全貌 を明 らか に しよ うと研 究 がな され てきた。

一っ は、身 体美 の 当事者 であ る女性 を対象 に 、動機 の

部分 で ある身体 美願望(痩 せ 願望 、摂食 障 害傾 向、美

容整形 願望 な ど)を 解 明 してい く方向 で ある。 これは

特 に心理学 の領域 で行 われ て きた。 女性 の身 体美願 望

の特徴 を把握 し、また 、そ うい った願望 の 高低 に どの

よ うな要因 が影 響 を及 ぼ してい るか を明 らか に してい

くこ とで、 問題 の一端 を探 ろ う とす る方 向 で ある。 こ

の方 向では 、身体 美願望 の 中で も特 に痩 せ願 望 に関 し

て知 見 が蓄積 され て い る。

も う一つ は、女性 の美 しさの価値 基準 を提供 してい

る、 あるい は女性 の深層 心理 に影響 を及 ぼ してい る と

い う理 由か ら、女性 雑誌 な どの メデ ィアに よって伝 え

られ るメ ッセ ー ジを手 がか りに し、女性 の意識 を探 っ

てい こ うとす る方 向で ある。 これ は特 に社 会 学、特 に

女性 学 の立場 か ら研 究 がな され て きた。雑 誌 に起用 さ

れ るモデ ル、 コ ピー、広告 、該 当す る記 事の量 な どを

分析 す る。

以 下 では、 これ ら二つ の研究 の流れ それ ぞれ につ い

て概 観 してい く。

(1)心理学の立場から一女性当事者へのアプローチ

①女性の身体美願望の特徴

女性 の身 体美願 望の うち、特 に痩身願 望の 特徴 と し

て、第一 にBMIと い った客観 的評価 だけでは な く、主

観 的な身 体へ の満 足感や 自己評 価 が、そ うい った願 望

に強 く影 響 を与 えてい る ことが指摘 され てい る。例 え

ば、水村(久 埜)・ 橋 本(2002)は 、女子大 生 の多 くが

BMIお よび体脂 肪率 に よ ると標 準 的な身体 特性 であ る

に もか かわ らず痩せ願 望 は持つ こ とを指摘 している。

また金 本 ・鷲尾(1990)は 大 学 生 を対象 に身体意識 を

調査 して い るが、女性 で 身体の 客観 的評価 と 自己評価

との間 に差 が 見 られ 、 また身 体 へ の満 足度 につ いて も

女子 の7割 が痩せ 願望 を持 って い る ことを明 らかに し

て い る。

痩せ願 望 自体 は男性 で も認 め られ るが、 男性 の痩せ

願 望 の場合 、痩せ願 望 に影響 を及 ぼす のは 、体型の認

知、身 体満 足度 、容 姿の重視度 の3つ の うち、体型 の

認 知 のみ であ るのに、 女性 の痩せ願 望 の場合 は、体型

の認知 、身体 満足度 、容 姿 の重視度 の全 て が影響を与

えてお り、質 的 に異 な った もので あ る(仮屋 園 、1998)。

この知 見 を、安易 に身 体全体 の美 しさに適 用す るこ

とは避 けたい が、こ うい った、身 体 の認知 だ けでな く、

身 体に対 す る身体満 足度 や容 姿の重 視度 が強 く影響 し

て い る とい う特徴 は、整形 願望 につ いて も同 じような

傾 向が あ ると推 測 され る。 また 、顔 の美 しさは、痩せ

に比べ、 更 に主観的 な基 準が影響 す ると考 え られるた

め、身体満 足度 や容 姿の 重視度 が よ り影響 力 を持 って

くる と考 え られ る。

また、男性 の場合 、太 ってい る こ とに よ るデ メ リッ

ト感 を低減 す るた めに痩せ る こ とを願 うの に対 し、女

性 の場合 は、痩せ るこ とによ るメ リッ ト(得 をす る、

注 目され るな ど)を 感 じるこ とが、痩 せ願 望 に繋 がっ

てい る こ とも指 摘 され てい る(服 部 ・高橋 、2004;馬

場 ・菅原 、2000)。 さ らに男性 の場合 、 自分 の体型 が気

にな るの は、身近 で具 体的 な誰 かの視線 に対 してであ

るが 、女性 の場合 、気 にな るの は街 頭 の人 々な ど不特

定多数 の視線 で あ り、 また何 よ りも 自分 自身 の 目で あ

る ことが指摘 され てい る(馬 場 ・菅原 、2000)。 この よ

うに、 同 じ身 体美願 望 とは言 え、男 性 と女性 とで様相

が異 な り、異 な る質 の もので あ る と考 え られ る。

② 身 体 に対す る不満 とス テ レオ タイ プ との 関連性

痩せ願 望 に見 られ た よ うに、女性 の身 体美願 望にお

い ては 、体型 に しろ、鼻 の高 さに しろ、肌 の肌 理に し
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ろ、 自分の身 体 が 「醜 い」 あ るい は 「美 しくない」 と

い う身体へ の不満 が深 く関 わっ てい る と考 え られ る。

こ ういった不満 を抱 く際 の判 断基準 となるの は何 であ

ろ うか、そ して また、そ れ らの判断 基準 に影響 を与 え

るの は何 で あ ろ うか?

池上 ・北野(2000)は 、 痩せ願 望 につい て、男 ら し

さ ・女 ら しさ とい うジ ェン ダー ・ス テ レオ タイ プの影

響 につ いて検討 し、男 女 とい う性別 の区分 だけ でな く、

身体 的外観 にっ いて のステ レオ タイ プの種別 が身 体に

対す る不満 に影響 を与 え てい るこ とを明 らかに してい

る。 この研 究で は、女性 で は女性 の性 的な魅 力 を重視

す るステ レオ タイプ であれ 、繊細 さを重視す る ステ レ

オ タイプ であれ 、そ うい ったステ レオ タイ プを抱 く女

性 ほ ど自己の身体へ の不 満 と変身願 望 を持 ちや すい が、

男性 では、身 体 にスマ ー トさを求 め る新 しい タイ プの

ステ レオ タイ プ を抱 く男性 では身体満 足度 が低 くな る

もの の、肉体 的 なた くま しさを志 向す る男 性 では身体

的 な 不満 は確 認 され て い な い(こ の こ とにつ い て池

上 ・北 野(2000)は 伝 統 的性役 割意識 の影 響 を指摘 し

てい る)。ここで興味深 い のは男性 におい て、少 ないな

が らも身体 にスマー トさを求 め る新 しい タイプ の男性

では 、身 体満 足度 が低 くな る点で あ る。

③身 体不満 、身 体美願 望 を持つ の に影 響 を及 ぼす 要因

前川(2005)は 、体 型不 満や痩 せ願 望 に何 が影響 を

及 ぼす のかにつ いて 、個人 的要 因 と社 会文化 的要 因の

こ側 面 か ら検討 してい るが、その結果 、他 者 か らの 「体

型 に 関す る指摘 」を経験 す るこ とは、 「痩せ に関す る価

値観 」と関連 してい るこ と、また 、 「体型 に関す る指摘」

は 直接 「体型 に関す る不 満 」に影響 を与 えて い るこ と、

そ して、 「痩 せ願 望」 に対 して は、 「痩せ に対 す る価 値

観」、 「メデ ィアの影響 」 「友人 の痩 せ 志向」が影響 力 を

持 っ ている ことを指摘 してい る。 そ の他、父 親 の養 育

態度 は痩せ傾 向 を低 め る形 で影響 してい る とい う。 齊

藤(2004)は 、 女性 の摂 食 障害傾 向 につい て、社会 的

要因(性 役割観 に対す る態度 と痩せ 志 向文 化へ の態度)

と個 人 内要因(自 尊感 情 と相互依 存的 自己概 念)の2

側 面 か ら検討 してい るが、その結果 、 「社 会文 化的 な規

範(性 別役割 、痩せ 志向 文化)に 過剰 に適応 しよ うとす

る 自己理解 が、 自らの 自尊 感情 を低 下 させ て、摂食 障

害傾 向 を形成 す るで あろ う」 とい う仮説 モデ ル を見出

して い る。

特 に個 人 的特 性 と身 体 美願 望 を研 究 した研 究 も存

在 す る。川 上(2003)は 、美容 整形願 望 に関連 す る個

人 的特性 につ いて検 討 してい るが 、 この結 果 、美容整

形 に至 る以 下 の三つ のル ー トを見出 して い る。第 一 は、

完壁 主義傾 向の あ る人が 、外見 の魅力 を 高め る行為 の

一環 と して
、 「変 身願 望」 を高 め、 「美 容整 形願 望」 に

至 るル ー ト。 第 二 に充実感 が低 く孤 立意識 を感 じてい

る人 が、 自分 で も 自分 の外 見 を満 足 して受 け入れ る こ

とが出 来な いた めに 「変身願 望」を高 め、 「美容整形 願

望 」 に至 るル ー ト。 そ して第 三 は、心理 的 に不適応 を

起 こ してい る人が 、外 見へ の評 価や 関心 の度 合い とは

関係 な く、現状 打開 のた め に 「変 身願 望」を高 め、 「美

容 整形願 望」 へ至 るル ー トであ る。 また 、長 谷川 ・橋

本 ・佐藤(1999)は 健常 の一般 大学 生 を対象 に調査実

験 を し、 対人 関係 にお け る基本 的構 え と摂 食 障害傾 向

お よびボ デ ィ ・イ メー ジの歪 みの 間に強 い関連 が ある

こ とを明 らかに してい る。

また、 池上 ・川西(2005)は 、特 に社会 文化 的要因

で ある メデ ィアの影響 につ い て検討 して い るが、 この

結果 、魅力 的な女 性モ デル を起用 したテ レビCMの 視聴

に おいて 、モ デ ル に注 目 して意 識す るこ とで身 体 を変

容 させ た い とい う願 望 が高 ま る と指摘 して い る。

(2)社 会 学 の立 場 か ら一 メデ ィアの 分 析

① メデ ィ ァの 中に 描 かれ る 身体 美 に関 す る研 究

影響 力 の大 きさゆ え、 メデ ィアが伝 え る内容 につい

て様 々な研究 者 が注 目 して研究 して きた。 これ らは、

特 に、社 会学 の領 域 で盛 んに行 われ てきた。 特 に雑誌

は、特 定の ター ゲ ッ トに影響 を与 え るこ とが出来 る と

い うセ グ メン ト性 の高 さと、保存性 の高 さ とい った理

由か ら、広 く分析 が行 われ て きた メデ ィアで ある。 以

下 、今 ま での分 析 の結 果 を概 観 す る。

例 えばGarnerら(1980)は 、1959年 か ら1978年 の

プ レー ボーイ誌 に登場す るモ デル と ミスア メ リカの体

型 の調査 を調 査 し、 アメ リカにお け る女性 の理想体型

がス リム にな ってき てい るこ とを指摘 して い る。また、

Wisemanら(1989)は 、1979年 か ら1988年 までの 同モ

デ ル の体 型 を調 査 し、体 型 のス リム化 が さ らに進行 し

てい る こ とを指 摘 してい る。

また 日本 におい て も、例 えば、藤 田(2000)は 雑誌

「non-no」を対象 に、創 刊号 か ら1999年10月20日 ま
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での667冊 を分析 して い るが 、そ の結果 以下 の こ とを

指 摘 してい る。 第 一に、 ダイエ ッ ト記 事 の量 は全体 的

に増 加 してお り(1970年 代 には年 間2件 しか取 り上 げ

られ て いない ダイエ ッ ト記 事 が、1980年 代 を境 に急増

し、それ以 後 も順 調 に記事 の量 が伸び てい る)、また そ

の変化 は摂食 障 害 に対す る認 識 の広 ま り、 景気 、若 い

女性 のス リム化 とい った社会 的 事象 との 関係 が 見受 け

られ る。 第 二 に、ダ イエ ッ トを推 奨す るば か りではな

く、全 体 と して少数 では あるが危 険性 も取 り上 げ られ

てい る。 ただ し、警 告 してい る よ うで じつ は推奨 して

い るとい う矛盾 した記述 が行 われ てい る とい う問題 が

あ る。第 三に、ダイエ ッ トの種 類 ・対 象部位 ・方 法は 時

代 に よって変化 す る。 第 四に 、読者 の体験 談 ・読者 モ

デル が挑 戦 ・有 名人 の実践 方法 の紹介 を用 い た記事 な

ど、理想 体重 の表記 やダ イエ ッ トを実 践 した くな るよ

うな表現 が繰 り返 しな され てい る。第 五 に、90年 代以

降 には個人 に合 わせ たダイ エ ッ ト方法 を勧 め る記 事 の

増 加 して いる。 しか し方法 は個人 に合 わせ つっ も、同

時 に 「誰 もが痩せ て美 しくな る努力 をす べ きで ある」と

い う価値 基準 を伝 え てい る。第六 に、 「や せれ ば 良い こ

とが ある」とい う主張 が何度 も繰 り返 され る。 「痩せ れ

ば美 しくなれ る(恋 愛が成就 す る)」・「お しゃれ が でき

る」 ・「理想 とす るモデル に近 づ ける」 な ど、 「良い こ

と」 の内容 には時代 的な変 化 があ る。 第 七 に、ダイ エ

ッ ト食 品、ダ イエ ッ トグ ッズ、 ダイ エ ッ ト関連 の コス

メテ ィックな どを扱 った記 事 が90年 代 以 降急増 し、景

気 が悪 くな るにつ れ 増加 して くる。

また、松 浦(2000)は ダ イエ ッ ト広 告の 内容 にっい

て分 析 してい るが、薬 剤 ・錠剤等 を用 いた ダイ エ ッ ト

広告 は1983年 まで ほ とん どな くそ の後少 しず つ掲載

され 始め、1990年 代 に急 増 す るこ とを指摘 してい る。

また サ ウナ スー ツやバ ンテ ージ な どの 装身具 を用 いた

ダイ エ ッ ト広告 にっ いては1990年 代 に取 り上げ られ

始 めその後急 増 してい る こ とを指 摘 してい る。 また福

田(1997)に よ る、 エ ステ ・ダイエ ッ トが心身 に及 ぼす

影 響 を女性雑誌 の分 析 か ら試 みた研 究 では、 ダイエ ッ

トの効果 が 単に外 見的 な問題 のみ な らず 、そ の人 の内

面や生活 、人柄 、 自己管理 能力 を表 す もの として、認

識 され、 語 られ て い るこ とが 明 らか に な って い る。

また 、諸橋(1994)に よ る女性 雑誌30誌 の美 容 ・整

形 外科 ・エ ステテ ィ ックサ ロン ・脱 毛 ・痩 身 ・ダイエ

ッ ト食 品 ・美顔 な どの広告 が含 まれ る割 合 とそ こで描

かれ る言説 を分析 した 研究 によ る と、30誌 中 この種 の

広告 に該 当す るものは400件 近 くあ り、20ペ ージ に1

ペ ー ジが この種 の広告 であ っt。 しか も、痩 身 に関す

る記 事 ・広告 は共通 して、「短期 間 の即効性 」「食 事制限

な し」に 「楽 に」「大幅 な」体重減 を売 り物 に して いる こ

とが指摘 され てい る。 また、周(2001)に よ る、エス

テ ・ダイエ ッ ト広告 の ボデ ィ ・イ メージ を分析 した研

究 では、 ス リムな ボデ ィ、小 さい顔 、 白い肌 の3要 素

が美女 の基 準 として規 範的 に描 かれ てい るこ とを明 ら

か に してい る。 またそ れ に反 す る特性:ポ ッチ ャ リし

てい るボデ ィ、特 に顔 、足 、 ウェス ト、 ヒップ、二 の

腕 が しま ってい ない こ と、肌 の くすみ 、シ ミ、乾燥 な

どの問題 を持 つ身 体は完 全 に排 除 、 あるいは そ うい っ

た特性 を持 つ 人間 を 「あ とち ょっ とのお んな 」だ と表

現 し、 その女性 全体 を まるで不 完全 な人 間 と して扱 う

こ とを指 摘 してい る。 また 、化 粧 につい ては 、石 田

(2004)は1931年 か ら1945年 まで の化 粧 品広 告を分

析 し、そ こで描 かれ る女性 美の変 遷 を明 らか に し、戦

時 下におい て は、化粧 品 を贅 沢 で奢f多的な もの ではな

く、 日用品 化す るた めに 、優 美 さで はな く、素肌美 と

若 々 しさに よって視覚化 され た、 「健康 美」を称揚す る

女性像 が登 場 した こ とを指摘 してい る。

4.先 行 研 究 に お け る課 題

女性 の身体 美志 向を テーマ に行 われ てきた 、 当事者

であ る女 性 た ちへ とア プ ロー チす る タイ プの研 究 と、

また、 メデ ィアの 内容分 析 を行 うタイ プの研究 の、二

つ の流れ を概観 した。 心 理学 の領域 では 、女性 のス リ

ム化 や、 ダイ エ ッ ト薬品 に よる消費者 被害 な どの問題

の背 景 にあ る、女性 の身 体を美 しく した い とい う強 い

願 望(特 に、痩せ 願 望)が 特 に着 目 され てきた。現 在

ま での とこ ろ、そ うい った願 望が女 性 の方が 強い こ と、

質的 に男性 の それ とは異 なる こ と、何 がそれ を高め る

か につ い て明 らかに され てきた。 ま た、それ らの多 く

の研究 が 、動機 に着 目 してい るため に、女性 の視点 か

らこの問題 を取 り上 げてい る場合 が多 い。 例 え ば女性

のス リム化 の よ うに、 ダイエ ッ ト行 動 が長期化 ・習慣

化 して い るこ とを考 える と、 そ うい った 痩せ で あった

り、社会 的 に美 しい とされ る身 体 で あった りを手に入

れ るこ とに よ って 、 どの よ うな メ リッ トを享受 す るこ
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とがで きるのか とい うよ うな、身 体美志 向 を支 える社

会 システ ムや 、現 代社会 に存 在す る美 しい身体 に報酬

を与 え る仕組 み に関す る考察 が必要 で あろ うと杉森 ・

菅 原(2004)は 述べ て い る。

また 、社会 学の分 野 で主 に行 われ て きた、雑誌 分析

の研 究 につい ては、 前述 の よ うに、雑 誌 メデ ィアの 中

の身 体美 を関連 させ た分析 で は特 に、 どの よ うなステ

レオ タイプが伝 え られ て い るか(美 しい身 体 とは どの

よ うな ものか、美 しい こ との メ リッ トとは何 か、な ど)、

あ るいは どれ くらい そ ういった 内容 が伝 え られ てい る

の か、 とい う点 に着 目して研究 が行 われて きた。現在

まで の ところ、 そ うい った雑 誌 の内容 が社 会 で起 こっ

てい る問題 が生起 す るの とシ ンクロす る よ うに変化 し

てい る こと、 ス テ レオ タイ プ的な表 現 が多用 されて い

る こ とな どが指 摘 され てい る。 しか しその反面 、根本

的 な 問題 で ある、 そ うい っ た表 現 が多用 され ていた と

して 、それ らが ブー ム にな りや すい な ど、 ど うして こ

れ らがこんな に効果 を持 っ のか とい うの か とい う点に

つ い ては問われ て こなか った。 こ うい った メデ ィア を

通 した消費 者被 害が指 摘 され てい る中で、理 想 の身 体

像や 身体観 とい った メデ ィアの伝 え る内容 だけ でな く、

伝 え方 も視 野 に入れ る必要 が ある と考 え られ る。 この

間題 は、雑誌 の 広告的 特質 を考 えて も、説得 的 コ ミュ

ニ ケーシ ョン研 究に有 用 な示唆 を提供 す るもの と して

も よ り問われ て 良い 問題 で あ る と考 え られ る。
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